
週刊 避難者応援情報紙

皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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●被災自治体News

●交流ルームひばり通信

●福島県復興公営住宅入居支援センター４月２５日、なみえ創成小学校・中学校に２０匹の鯉

のぼりが掲げられました。

鯉のぼりの設置は、浪江青年会議所(JC)による「鯉の

ぼりプロジェクト」の一環として行われ、小雨の中、全

国から寄せられた鯉のぼりをJCメンバーと児童生徒ら

が協力して掲揚しました。児童生徒は、風になびき、浪

江の空を泳ぐ鯉のぼりを見つめ、笑顔で喜んでいました。

「鯉のぼりプロジェクト」は、二本松で再開している

浪江小学校・津島小学校においても、毎年行われてい

ます。
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小高神社では「おだか浮舟まつり」が、鹿島御子神社周辺では「第24回万葉の里かしま春ま

つり」がそれぞれ開催され、両会場とも地域住民でにぎわっていました。

土 日
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4月13日に、ソーラーパワー南相馬・鹿島株式会社が3月20日に商業運転開始した、南相馬

真野右田海老太陽光発電所の竣工式が行われました。

鹿島区沿岸部大規模太陽光発電所の
竣工式が行われました

4月24日、株式会社南相馬サステナジーが3月15日に運転開始した、万葉の里発電所の竣工

安全祈願祭が鹿島区南海老で行われました。

鹿島区沿岸部風力発電所が運転開始しました

3浜通り×さんじょうライフvol.355 

万葉の里風力発電所 2号機

南相馬市からのお知らせ
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災害公営住宅 空き住戸の入居者を募集します

5月1日HP更新

次ページへ続きます

市で整備した災害公営住宅に、東日本大震災の影響で家屋が全壊および半壊以上の判定を

受け解体した方、さらに原子力災害により避難し家屋を解体した方を対象として、空き住戸への

入居者を募集します。

募集住宅

《小高区》

《鹿島区》

《原町区》

※ 家賃については東日本大震災特別家賃低減事業により減額される場合があります。

申込資格

震災時点（平成２３年３月１１日）で南相馬市内に住所を有し、次のいずれかを満たす方

(1) 東日本大震災で住宅が全壊した方または住宅が半壊以上で家屋を解体もしくは解体が確実

な方

(2) 福島第一原子力発電所事故によって避難指示を受けた方で、家屋を解体もしくは解体が確

実な方

※ ただし、以下の条件に当てはまる場合は申し込みできません。

税または公営住宅の家賃の滞納がある。

世帯員に「暴力団による不当な行為の防止等に関する法律」で規定する暴力団員がいる。

応募多数の場合は公開抽選会で入居決定しますが、申込資格(1)の方を優先します。

入居日

６月１日（金）

申込期限

５月１４日（月） ※郵送の場合は当日必着

浜通り×さんじょうライフvol.3554

番号 住宅名 部屋番号 間取り 築年数 家賃月額(円) 駐車場

2 西川原第二団地 1号棟104号室 2DK 3年 15,400～41,000 1,000円/月

3 西川原第二団地 3号棟203号室 3DK 3年 18,500～49,100 1,000円/月

4 西川原第二団地 4号棟203号室 3DK 3年 18,500～49,100 1,000円/月

番号 住宅名 部屋番号 間取り 築年数 家賃月額(円) 駐車場

1 万ヶ廹団地 30-1号室 3DK 2年 18,600～49,200 1,000円/月

番号 住宅名 部屋番号 間取り 築年数 家賃月額(円) 駐車場

5 大町東団地 404号室 3DK 4年 21,600～57,300 1,000円/月

56 栄町団地 1号棟104号室 2DK 3年 18,900～50,000 1,000円/月
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【募集】5月分の市営住宅入居者を募集します

5月1日HP更新

次ページへ続きます

申込方法

市役所各申込窓口へ、「災害公営住宅入居申込書」を提出してください。

申込書は、市役所各申込窓口で配布しています。また、市役所ホームページからもダウンロー

ドできます。

添付書類

住民票（世帯全員が記載されているもの）

所得証明書（入居希望者全員分）

納税証明書（入居希望者全員分）※完納証明書でも可

その他下記の書類

・申込資格(1)の方：全壊の方はり災証明書の写し、半壊以上の方はり災証明書の写し、家屋

の解体証明書または解体申出書の写し

・申込資格(2)の方：家屋の解体証明書か解体申出書の写し

市役所各申込窓口

・南相馬市役所 建築住宅課

・小高区役所 産業建設課 午前８時３０分～午後５時１５分（土・日曜日、祝日を除く）

・鹿島区役所 産業建設課

【郵送先・問い合わせ先】

〒975－8686 南相馬市原町区本町二丁目27番地

南相馬市役所 建築住宅課 市営住宅係

0244-24-5253

市営住宅の入居者を募集します。

入居資格や申し込み方法などについて詳細を確認の上、お申し込みください。

申込者が重複した場合は、抽選会を開催し入居者を決定します。

入居日

６月１日（金）

公募期限

５月１４日（月） ※土・日曜日、祝日を除く。

5浜通り×さんじょうライフvol.355 

TEL
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問い合わせ
建設部 建築住宅課 市営住宅係（原町区内市営住宅管理担当）

0244-24-5253

小高区役所 産業建設課 建設管理係（小高区内市営住宅管理担当）
0244-44-6804

鹿島区役所 産業建設課 建設管理係（鹿島区内市営住宅管理担当）
0244-46-2116

TEL

TEL

TEL

入居者を公募する市営住宅

一般世帯の住宅

問い合わせ

・入居相談や申し込みは、下記の問い合わせ先のどこでもできます。

・各住宅の内部などの詳細については、各区の管理担当にお問い合わせください。

№ 区 住宅名 部屋番号 間取り 築年数 家賃月額(円) 駐車場

1 小高 紅梅団地 D-1-2号室 3DK 20年 18,700～36,700 あり

2 小高 紅梅団地 D-4-1号室 3DK 19年 18,900～37,000 あり

3 小高 紅梅団地 E-1-1号室 3DK 22年 18,300～35,900 あり

4 小高 万ヶ廹団地 6-1号室 3DK 13年 16,900～33,200 あり

5 鹿島 大河内第二団地 150号室 2K 49年 3,900～7,700 なし

6 鹿島 前田団地 1号棟2号室 3DK 9年 18,000～35,300 あり

7 原町 仲町団地 1号棟503号室 3K 45年 9,800～16,400 あり

8 原町 仲町団地 4号棟402号室 3K 44年 10,600～20,900 あり

9 原町 仲町団地 6号棟404号室 3K 43年 11,400～22,300 あり

10 原町 仲町団地 7号棟203号室 3K 43年 11,400～22,300 あり

11 原町 仲町団地 8号棟303号室 3K 40年 12,700～25,000 あり

浜通り×さんじょうライフvol.3556

今週の番組 60分 ※パソコン視聴

1. オープニング&今週の番組 [2分]

2. 南相馬市長５月定例記者会見 [9分]

3. 特別養護老人ホーム「梅の香」開所式 [14分]

4. 平成30年 南相馬市消防団春季検閲式

「忘れてない？サイフにスマホに火の確認」 [12分]

5. 花と緑いっぱいのふるさとづくりプロジェクト

“市町村の花”の花壇完成セレモニー [8分]

6. 南相馬見聞録 多珂神社 [7分]

7. 波乗り体操 [7分]

8. リクエストアワーのお知らせ [1分]

番組内容 [5/9～5/16]

0244-26-5663

（平日のみ 午前9時～午後5時）
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浪江町営住宅入居者募集

5月1日HP更新

浪江町からのお知らせ

町では、町営住宅の空き住戸について入居希望者の募集をしています。町営住宅への入居を

希望される方は、各住宅の募集要綱（詳しい資料）をご確認の上、申し込み手続きをしてください。

募集期間

５月１４日～２５日 ※消印有効

応募方法

※ 募集要綱で詳細を確認の上お申し込みください。

◎申込書の入手方法

・浪江町ホームページから申込書をダウンロード

もしくは

・浪江町役場住宅水道課住宅係（TEL0240-34-0232）に連絡の上郵送

◎記入例を参考に申込書を作成し、添付書類を添えて、

住宅水道課住宅係（本庁舎）、または生活支援課住宅支援係（二本松事務所）に提出

（郵送可）

募集する住宅

分類

住宅名称

住宅分類

※ 想定家賃は低所得者など特に配慮が必要な世帯向けの減額措置を行ったあとの家賃を記載

しています。

詳細は各住宅の募集要綱（詳しい資料）でご確認ください。

※ 上記A,Bどちらの住宅も幾世橋地区（なみえ創成小学校・中学校（旧浪江東中学校）周辺）に

立地しています。

※ どちらの住宅も一定のルールを守っていただくことによりペットの飼育を可能としています。

分類 住宅名称 住宅分類 募集住宅概要 入居予定時期 想定家賃

A
幾世橋
住宅団地
B

浪江町
災害公営住宅

木造平屋戸建
2LDK74㎡(8戸)
3LDK84㎡(6戸)

平成30年6月予定
(入居手続き完了し

次第)

2LDK：
7,700円～66,800円
3LDK：
8,700円～75,500円

B
幾世橋
集合住宅

浪江町
福島再生賃貸住宅

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
5階建集合
1LDK56㎡(6戸)
3DK58㎡(2戸)

平成30年6月予定
(入居手続き完了し

次第)

1LDK：
10,000円～53,400円
3DK：
10,400円～55,200円

次ページへ続きます
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問い合わせ 住宅水道課 住宅係 0240-34-0232TEL

浜通り×さんじょうライフvol.3558

募集対象

申し込みに際して注意事項

◎ 幾世橋住宅団地、幾世橋集合住宅、両方に同時に申し込むことはできません。

◎ どちらの住宅も部屋を選ぶことはできません。募集期間終了後、抽選で部屋を決定します。

◎ 「住宅入居申込辞退届」を提出することにより、申し込み後に辞退することができます。

（入居後は退去手続きを取っていただくことになります）

ただし、申し込み後はなるべく辞退されないようよく検討の上お申し込みください。

◎ 正式な入居手続きの中で、応募要件を満たしていないことが明らかとなった場合、入居は取り

消しとなります。

◎ 応募に際しては募集要綱をよく確認の上お申し込みください。

分類 申し込みができる方の基本条件

A
幾世橋住宅団地B

平成23年3月11日において浪江町に居住していた方のうち、町への帰還に際し住宅に

困窮していると認められる次のイから二のいずれかに該当する方（すでに浪江町に帰

還し浪江町内に住宅を確保している方は申し込みできません）

イ. 東日本大震災により居住していた住宅が全壊・全流失の世帯

ロ. 東日本大震災により居住していた住宅が半壊・大規模半壊で解体した、または解

体することが確実（解体受付票の写しが必要です）である世帯

ハ. 帰還困難区域に居住していた世帯

二. 町への帰還に際し、町内に居住する住宅がないと認められる世帯

B
幾世橋集合住宅

世帯の収入が基準額（月額487,000円）を超えない世帯で、次のイまたはロのいずれ

かに該当する方

イ. 平成23年3月11日において浪江町に居住していた方

ロ. 浪江町に移住する方（入居決定後住民票を移していただく必要があります）



被災自治体News
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義援金配分にあたり、受取口座の変更・分割を受け付けます

5月1日HP更新

問い合わせ 介護福祉課 福祉係 0240-34-0238TEL

日本赤十字社・福島県などに寄せられた義援金（第２次配分追加７回目）を、受付事務の簡素

化・迅速化を図るため、前回（第２次配分追加６回目）の口座に振り込みます。

特別な事情により口座の変更・分割（１世帯につき２口座まで）を希望される方は、５月１６日まで

にご連絡ください。

口座の変更・分割を申請できる方

前回振り込み時（第２次配分追加６回目）の

1 世帯主

2 口座名義人

※ 口座分割の場合、１世帯につき２口座までとします。

※ 口座分割・変更を希望された場合、振り込み時期が通常より遅れることがありますので、ご了

承ください。

受け付け期限・場所

５月１６日（水）

浪江町役場 介護福祉課 福祉係

※ 休日・期間を過ぎてからの受け付けはできません。

※ 連絡のあった方に「振込口座変更・分割振込申請書」を送付しますので、必要事項を記入し、

新たに登録される口座の写しを添付の上、返送してください。

振込金額

１人当たり １０，０００円 （内訳：国４，４００円 県１，３００円 町４，３００円）

振込時期

５月下旬から順次振り込みます。

※ 振り込み通知などの送付はありません。受け取り口座の通帳確認をお願いします。

対象者

平成２３年３月１１日時点で浪江町に居住していた方（第２次配分追加６回目をお受け取りの方）

※ 平成３０年４月１日を基準日とする

※ 基準日までに出生され浪江町に住民票のある児は対象

※ 平成３０年４月１日より前に亡くなられた方は対象外
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麻しん（はしか）に気を付けましょう

5月1日HP更新

問い合わせ 健康保険課 健康係 0240-34-0249TEL

沖縄県で、麻しん(はしか)患者報告数が増加しています

３月、沖縄県内を旅行中の台湾からの旅行客が麻しん（はしか）と診断されたと報告がありました。

以降、二次感染例が沖縄県内の広い地域から報告されていることから、引き続き、沖縄県内お

よび県外での感染拡大が心配されています。

流行地域を訪れる方、流行地域から戻られた方へ

麻しんが流行している地域を訪れる方は、予防接種の実施をお勧めします。麻しんの潜伏期は

１０～１２日間です。 流行地域から戻られた方や麻しん患者と接触のあった方は、発熱、せき、鼻

水、目やに、赤い発しんなど、麻しんを疑う症状がある場合は、受診前に医療機関へ電話連絡し、

麻しんの疑いがあることを伝えた上で、早めに医療機関を受診してください。

麻しん(はしか)は世界で流行している感染症です

海外に行く方で、麻しんにかかったことが明らかでない場合、渡航前には、麻しんの予防接種

歴を母子健康手帳などで確認しましょう。また、２回接種していない場合は予防接種を検討してく

ださい。

帰国後には、２週間程度は麻しん発症の可能性も考慮して健康状態（特に、高い熱や全身の発

しん、せき、鼻水、目の充血などの症状）に注意しましょう。

浜通り×さんじょうライフvol.35510
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町長メッセージ

5月1日HP更新

双葉町からのお知らせ

次ページへ続きます

双葉町いわき事務所脇の街路樹のハナミズキの花も咲き始めま

した。

３月２９日、復興公営住宅勿来酒井団地敷地内において「双

葉町サポートセンターひだまり」の開所式を行いました。同施設は、

町民の方々の心身の健康維持及び町民同士の絆づくりや周辺

地域の皆さまとのコミュニティ形成のため、生きがいづくり事業や交

流サロン活動、地域ボランティアとの交流などを行ってまいります。

新しい年度のスタートとなる４月２日、いわき事務所において職員辞令交付式を行いま

した。新規採用職員５名、福島県より派遣職員、他自治体からの派遣職員が加わり、

平成３０年度の業務を開始いたしました。新たに加わった職員の中には、双葉町と直接

のゆかりがない方もおりますが、震災がなければこのような出会いはなかったのではないかと

感慨深く感じております。

さらに、今年度は新たに神奈川県、茨城県石岡市から、また引き続き富山県黒部市、

新潟県柏崎市、福井県敦賀市、美浜町、茨城県北茨城市、かすみがうら市より町の

現状をご理解いただき、町の復旧・復興と町民の皆さんの生活支援などの課題解決の

ために職員を派遣していただきました。改めて厚く御礼を申し上げます。

職員に対しては「今年は町の復興の具現化元年と位置づけ情報共有や課同士の連

携を密にし、復旧復興に全力で取り組むとともに、町民の皆さまの生活再建に引き続き

尽力してほしい」と訓示したところであります。

４月６日には満開のサクラの中、いわき市錦町の仮設校舎で小・中学校の入学式が

行われました。小学生８名、中学生４名が緊張した面持ちで新たに入学されました。引き

続き、ふたば幼稚園の入園式が仮設園舎で行われ、新しく３歳と５歳の４名の園児が入

園いたしました。入学・入園式には保護者の皆さま、多くの来賓の方々のご出席を賜りまし

た。本年度は、いわき市に町立学校を再開してから最多の５２名の園児、児童、生徒が

１年間学ぶことになりますが、将来の双葉町の復興を担う子どもたちを双葉町の学校でし

っかりと育てるため、少人数教育ならではのきめ細かい特色ある教育を実践し、個に応じ

た教育を一層充実させてまいりたいと考えております。
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被災自治体News
端午の節句も間近となり、真っ青な空に悠々と泳ぐ鯉のぼりを見るたびに、元気な子ども

たちの姿を重ね合わせ、子どもたちの未来に期待が一層高まります。

４月１３日には双葉郡立勿来診療所が復興公営住宅勿来酒井団地敷地内に開所

いたしました。週二日、内科と歯科の診療となりますが、町民の皆さんの健康管理の一翼

を担っていただけるものと考えております。

双葉町長 伊澤 史朗

役場職員をかたる不審な訪問や電話にご注意ください！！

5月7日HP更新

問い合わせ 復興推進課 0246-84-5203TEL

他町村の事例で、役場職員を名乗る男性２人組が町民の方の避難先のお宅に訪れ、東京電力

の賠償に関する書類を預かり、そのまま持ち去る事件が発生しました。

役場職員が町民の方のお宅に直接訪問して東京電力の賠償に関する書類をお

預かりすること、賠償に関して電話でお伺いすることは決してありませんので、ご注

意ください。

なお、不審な訪問や電話があった場合は、その場で指示に従わず、まず最寄りの警察署や双

葉町役場までご相談ください。
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被災自治体News

今泉千鶴子さんが心に残ったご支援は女性ならではの気遣いでした。

私たちは、とにかく食料や毛布など、大きなものに目が行きがちですが、着の身着のままで

故郷を離れなければならなくなった時、本当に必要なご支援は何かと今泉千鶴子さんのお話で

気付かされました。

大きな震災が起きて避難生活を余儀なくされた時、どんな支援が必要なのか分かる動画です。

ぜひご覧ください。

https://youtu.be/ILrMsIKI0iM

【ありがとうメッセージPick Up】#003
避難先で支えて下さった皆さまへの感謝

坂本昌彦さんは、双葉町を追われ、いくつかの避難所を転々としました。川崎市の避難所で

は、双葉町民は坂本さんしかいなかったそうです。住み慣れた町を追われ、周りは馴染みのな

い方ばかり…。心が休まる時が無かったのではないでしょうか。

そんな時、坂本さんの心の支えとなったのは、毎週のように旅行に連れて行ってくれた避難

所の方でした。名前もわからないその方が、坂本さんにとっての一番の感謝のお相手だそうで

す。

いわき市南台に来てからも、遊びに誘ってくれた

り、ドライブに連れて行ってくれたりした方がいま

した。坂本さんは「感謝したい方はたくさんいる」

と言います。その中でも、特に忘れられない方への

感謝のメッセージをご紹介しています。

ぜひご覧ください。

https://youtu.be/OneEFPCZT1E

【ありがとうメッセージPick Up】#004
旅行へ連れて行ってくれた避難所への感謝
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被災自治体News

騎西藤まつり
樹齢約400年の見事な藤の花が咲く埼玉県加須市玉敷神社において、騎西藤まつりが開催され、双

葉町からは相馬流れ山踊り保存会、はなみずき婦人学級の皆さんが参加し、加須市民の皆さまに感謝

を込めて踊りを披露いたしました。

伊澤町長は、「日ごろからお世話になっている友好都市の加須市と今後さらなる交流を深めていき

たい」と市民の皆さまに御礼の言葉を述べ、踊りの輪に加わり「ふたば音頭」を踊りました。

4月24日

福島第一原子力発電所および放射能汚染等
に関する勉強会を開催

いわき事務所において、工学博士であり前原子力規制委員長の田中俊一氏をお招きして、双葉町の

復興に向けてと題した福島第一原子力発電所および放射能汚染等に関する職員向けの勉強会を開催し、

双葉町への帰還に向け原発事故と放射能汚染について理解を深めました。

4月23日議会全員協議会を開催

4月30日

いわき事務所において議会全員協議会を開催しました。

福島地方環境事務所中間貯蔵部総括担当調整官から中間貯蔵施設事業の状況等について説明を受け、

意見交換を行いました。
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被災自治体News

双葉郡内町村消防団員ならびに婦人消防隊
春季連合検閲式

双葉郡8町村の消防団や婦人消防隊などが一堂に会する福島県消防協会双葉支部の連合検閲式が、

富岡町民総合運動場で開催され、各町村の消防団の代表者515人が参加し、士気を高めました。

伊澤町長は双葉地方町村会を代表して「消防団員は地域防災の中核的存在であり、双葉郡の安全・

安心を基盤から支える大きな役割を担っています。ふるさとを取り戻すためには、消防団の協力は欠

かすことができません」とあいさつしました。

4月20日内堀知事が視察

4月22日

内堀雅雄福島県知事が復興公営住宅勿来酒井団地や双葉郡立勿来診療所、双葉町サポートセンター

ひだまりなどを視察しました。

伊澤町長が町民の生活再建の状況などについて説明し、サポートセンターひだまりでは、内堀知事

が利用者と一緒に健康体操をしながら触れ合う姿が見られました。

4月13日双葉郡立勿来診療所開所式
双葉地方広域市町村圏組合がいわき市勿来酒井地区に設置を進めていた双葉郡立勿来診療所がオー

プンの運びとなり、開所式が行わ

れました。

伊澤町長は「設備の整った診療

所ができ、町民の皆さんの健康管

理の一翼を担っていただけるもの

と思います」とあいさつしました。
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被災自治体News

公明党井上幹事長が双葉町内を視察

4月6日

町立小・中学校入学式、ふたば幼稚園入園式

4月7日

町立学校仮設校舎において平成30年度双葉立小学校、中学校入学式が挙行されました。

伊澤町長は「自ら考え、判断し、みんなで助け合いながら強い心と体を持ち、明るくたくましい双

葉町立学校の一員として立派に成長していくことを心より願っています」と祝辞を述べました。

引き続き、ふたば幼稚園の入園式が仮設園舎で行われ、新しく4人の園児が入園しました。3歳から

5歳までのかわいらしい9人の園児が園生活をスタートさせました。

公明党井上義久幹事長、公明党の衆議院、参議院議員の方々が浜通りの4町村を訪れ、復興状況を

視察しました。

伊澤町長は、ＪＲ双葉駅構内において町の現状と特定復興再生拠点区域復興再生計画について説明

し、町復興のための支援について要望しました。

4月2日双葉町立学校教職員着任式
4月1日付け人事異動により双葉町立学校に転入された教職員の着任式が、双葉町いわき事務所で行

われました。学校ごとに教職員一人ひとりが紹介され、伊澤町長は先生方に対し「先生方がこれまで

培われた力を町立学校で発揮して

いただき、双葉町の教育のさらな

る充実、発展につながることを大

いに期待します」とあいさつを述

べました。
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5月8日

NEXCO東日本いわき管理事務所は、2車線区間(片側1車線)の 常磐自動車道いわき中

央IC～相馬IC間において、舗装補修工事、4車線化工事、トンネル設備補修・点検および清掃

のため、下記のとおり夜間通行止めを実施します。

NEXCO東日本 お客さまセンター
0570-024-024 （ナビダイヤル）（24時間）
03-5338-7524 （PHS、IP電話のお客さま）

問い合わせ
TEL

TEL
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市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-22-2111

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

浪江町 0240-34-2111

双葉町 0246-84-5200

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

市町村名 世帯数 人数

小高区 21 51

原町区 4 7

南相馬市 計 25 58

浪江町 6 15

双葉町 2 4

富岡町 ー ー

郡山市 4 9

合 計 37 86

三条市に避難している
世帯数と人数(2018.5.9現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

交流ルームひばり通信

５月の『ひばり』

日 月 火 水 木 金 土

★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

１０日 １１日 １２日

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

１３日 １４日 １５日 １６日 １７日 １８日 １９日

ひばり休み 茶話会
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み

２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日

ひばり休み 版画教室
ひばり休み
浜通り配布

ひばり休み
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問い合わせ TEL

E-mail
交流ルーム ひばり
（総合福祉センター内）

0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[運営時間] 日・水・金 午前10時～午後2時

月 午前10時～正午


